
令和3年8月
No.205

箱根中学校　タブレットを使用した授業の様子　折橋議員　撮影

○５月臨時会、６月定例会　審議結果等����Ｐ２〜３
○一般質問���������������Ｐ４〜８
○広報広聴委員会の２年間を振り返って����Ｐ８
○総務企画観光常任委員会２年間の活動報告��Ｐ９
○教育福祉環境常任委員会２年間の活動報告��Ｐ10
○議会改革の２年間�������������Ｐ11
○我が家の自慢等��������������Ｐ12

主　な　内　容
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議会だより 　はこね 令和3年８月

人 事 案 件
○�教育委員会委員の任命　　高畠　和之さん（宮城野在住）
�（前委員辞職に伴う後任）
○�人権擁護委員候補者の推薦　　鈴木　元子さん（大平台在住）
�（前委員退任に伴う後任）

５月
臨時会

人 事 案 件
２件

同意（２件）

条 例 改 正
３件

可決（７件）

物件供給契約
２件

工事請負契約
１件

補 正 予 算
１件

専 決 処 分
２件

承認（２件）
５月25日

会期

条 例 制 定

う ち １ 件
２件

可決（２件）
条 例 改 正

うち１件
議会議事案件

２件

６月
定例会

６月10日から
� ６月22日まで

会期

1.①小型動力ポンプ付積載車（第3分団第２部）　②（株）畠山ポンプ製作所
　　③1,644万5,000円
２.①資機材搬送車（本署）　②（株）畠山ポンプ製作所　③892万5,400円

物件供給契約 ①購入物件名　②落札業者　③契約金額

総合保健福祉センター整備事業・コージェネレーションシステム等改修工事
落札業者　アソー熱工業（株）　契約金額　9,780万1,000円
※�総合保健福祉センター（さくら館）の２階機械室に設置してあるコージェネレー
ションシステム機械設備のガスエンジン２台、ガス給湯器1台、その他関係配管
の交換と、屋外設備設置スペースに設置してある空調チラーユニット12基、冷
温水循環ポンプ２台を更新し、電気工事や、本工事を行うための仮設工事、既存
のマイクロタービン等の撤去工事を行うもの。本工事は、さくら館を運営しなが
ら実施する居ながら施行となります。

工事請負契約

※コージェネレーションシステムとは
　�　燃料を用いて発電する際に発生する排熱を冷暖房や給湯、蒸気などの用途に有効活用する省
エネルギーシステムのこと。さくら館ではＬＰガスを燃料として発電した電力を事務室や廊下
の照明に使用し、残りの電力と排熱プールの昇温や給湯に利用しています。

条 例 改 正
1.�箱根町職員の服務の宣誓に関する条例及び箱根町固定資産評価審査委員会条例
の一部を改正する条例の制定

２.箱根町印鑑条例の一部を改正する条例の制定
　※�個人番号カードを利用して、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端
末機から印鑑登録証明書の交付を受けることができるように改正されました。

３.箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定

条 例 改 正
1.�特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
　※�新型コロナウイルス感染症による社会情勢を鑑み町長等が自ら身を削る取り組
みが必要との判断により令和３年6月期末手当の削減をすることとした。

２.�箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定

　※�新型コロナウイルス感染症による社会情勢を鑑み議員自らが率先して身を削
り、少しでも財源を確保する必要があるとの判断により令和３年6月期末手当
の削減をすることとした。

令和3年度箱根町一般会計補正予算(第1号）
補正額　746万1,000円追加　

・電子計算処理推進事業追加…65万5,000円
・子育て世帯生活支援特別給付金給付事業…522万4,000円
・非常備消防経常経費追加…158万2,000円

主な内容

補 正 予 算
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

専 決 処 分
1.�箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定
　※軽自動車税の環境性能割の税率区分の見直し
２.令和２年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（専決第２号）
　※一般被保険者療養給付費更生減　△680万7,000円
　　一般被保険者高額療養費追加　680万7,000円
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
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議会だより 　はこね令和3年８月

繰越明許費
　歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わらない見込みのあるも
のについて、予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用する経費をいいます。
事故繰越
　予想し得なかった止むを得ない事由によって事業の執行が遅れ、年度内に支出ができず、繰越明許費の議決を得る暇
がない場合に翌年度に繰り越して使用できるようにしたものです。
逓次繰越
　逓次繰越は、継続費の場合に、その年度ごとの予算について、何らかの事情でその年度内に支出を終了することがで
きない経費について、特別に、翌年度以降に繰り越して使用することができるものをいいます。�逓次繰越は、繰越明
許費とは異なり、その事業の実施期間内であれば、最終年度まで何年でも繰り越すことができます。

※�①�「箱いこクーポン券」、「箱ぴたクーポン」、「お座敷券」の３種類のクーポン券の利用期間を延長することとしたた
め、繰越されたもの。

※�②�隣接地権者の建物建替え計画が変更となったため、道路計画の見直しが必要となり道路計画の見直し委託を行った
ことから繰越されたもの。

※③�台風19号によって被災した法面復旧を行っているが、施工業者との調整及び新型コロナウイルス感染症の影響に
より材料の搬入に日時を要したため繰越されたもの。

○令和２年度箱根町一般会計予算の事故繰越し
　事故繰越額　5,509万880円
　内訳　①箱根ファン創出事業　1,567万7,880円
　　　　②町道湯２号線道路改良整備事業　110万円
　　　　③町道箱３号線災害復旧事業　3,831万3,000円

○令和２年度箱根町公共下水道事業会計予算継続費の逓次繰越し
　繰越額　２億320万円
　内訳　・宮城野浄水センター汚泥脱水設備改築工事委託　9,540万円
　　　　・宮城野浄水センター1-３系水処理設備改築工事委託　3,900万円
　　　　・湖尻ポンプ場機械電気設備改築工事委託　6,880万円

○公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団経営状況の報告
　�財団の事業報告及び、２年度決算、３年度予算等について町から報告を受け、その後、７月6日に教
育福祉環境常任委員会で財団の方との意見交換を行いました。

○令和２年度箱根町公共下水道事業会計予算の繰越し
　繰越額　4,900万円
　内訳　・宮城野浄水センター管理棟屋根防水改築工事　4,900万円

※�①箱エールクーポン券の使用期限が6月末のため、事業者への交付金は締め切り以降の支出となるため繰越されたも
の。
※�②集団接種会場設営、６５歳未満の対象者への接種券の送付、集団接種予約者に予診票を事前送付するための郵送料、
コールセンターの運営委託料、ワクチン接種に係る委託料、送迎バスの借上料、予約システムの運営負担金など令和
３年度の支出となることから繰越されたもの。
※�③国の雇用調整助成金の時期に合わせた対応とするため、申請期限を本年6月末までとしている。年度内に処理する
ことが出来ないことから繰越されたもの。

○令和２年度箱根町一般会計予算繰越明許費の繰越し
　繰越額　３億1,072万8,654円
　内訳　①箱エールクーポン券事業　　1億1,298万5,000円
　　　　②新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　9,014万3,654円
　　　　③中小企業等感染症対策事業　1億760万円

報 告

※　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。
　　勝俣公好議員は６月定例会を欠席しました。

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

沖
津
弘
幸

折
橋
尚
道

石
川
　
栄

38 箱根町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × 欠
席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
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議会だより 　はこね 令和3年８月

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

新教育長に問う、箱根教育と社会体育の評価と課題
町 ― 箱根教育は充分な成果を発揮しており、社会体育にも力を入れていく

　６月定例会では、町政全般へ8人の議員が、17項目にわたる一般質問を行い
ました。質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議
員が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答
共に、抜粋したものとなっておりますので、ご了承ください。
質問者 質問項目 ページ

折橋　尚道
・これからの箱根教育の教育方針
・学校内の感染症対策と児童・生徒の健康管理
・箱根の自然や箱根に生息する生き物等を生かした教育
・社会体育環境の整備

４

遠藤　秀則 ・新型コロナウイルスワクチン接種等について

５
村野由紀子

・コロナ禍におけるごみの状況について
・�男女共同参画推進プランにある、生涯にわたる健康づくり
の支援について

・防災備蓄品の有効活用について

川端　祥介 ・箱根町の交通問題について
・通学路の安全対策について

６
勝俣　泰彦 ・�仙石原交差点改良計画、仙石原バスターミナル計画及び仙

石原公園の利活用計画について

勝俣　剛一 ・子育てスクール開講について
・老人福祉生活支援について ７

稲葉親太郎 ・�公有資産の現状と利活用について

山田　和江
・新型コロナウイルス感染症対策について
・子育て支援充実対策について
・ICT教育について

８

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

を
講
じ
れ
ば
、
開
催
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
準
備
を
し
て
い
く
。

　
民
間
団
体
な
ど
と
共
同
し

て
旧
湯
本
中
学
校
の
ナ
イ

タ
ー
設
備
改
修
を
含
め
た
社
会
体

育
の
た
め
の
体
育
施
設
の
整
備
と

広
域
で
の
利
用
を
促
進
す
る
よ
う

な
、
新
た
な
利
用
方
法
の
可
能
性
。

教
育
長　

現
在
、
町
外
の

N
P
O
法
人
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
び
湯
本
地
域
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。

　
今
日
ま
で
実
施
し
て
き
た
、

独
自
の
箱
根
教
育
に
対
す
る

評
価
と
今
後
の
社
会
変
化
に
合
わ

せ
た
教
育
の
実
践
。

教
育
長　
当
時
策
定
し
た「
箱

根
町
教
育
振
興
計
画
」に
、

「
少
子
化 

問
題
」「
基
礎
学
力
の
定

着
」「
地
域
教
育
」「
読
書
へ
の
取

組
」「
自
己
肯
定
感
の
育
成
」「
支
援

を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
」

と
い
う
6
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
そ

の
解
決
方
法
等
を
「
箱
根
教
育
」

に
具
現
化
し
着
手
し
た
。
い
ず
れ

も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
方
策
が

講
じ
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
一
貫
教
育
で
も
当
初

目
的
と
し
た
「
小
1
プ
ロ
ブ
レ

ム
」「
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
」
解
消
が

あ
っ
た
が
、
現
在
ま
で
出
現
率
が

「
0
」と
な
っ
て
い
る
。

　

小
中
学
生
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
観
戦
実
現
の
可
能
性
。

教
育
長　
あ
く
ま
で
も
観
客

を
入
れ
て
の
開
催
が
前
提
で

あ
る
が
、
実
施
可
能
な
場
合
は
想

定
で
き
る
限
り
の
感
染
防
止
対
策

Ａ Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ
折
橋　

尚
道 

議
員
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防災備蓄品の生理用品無償配布できないか
町 ― 備蓄品更新サイクル前倒し、対応する

新型コロナウイルスワクチン接種等
町 ― 予約時間帯を分け、多くの方が集中しないよう調整実施

的
に
困
窮
し
て
い
る
等
の
理
由
で

生
理
用
品
が
買
え
ず
日
常
生
活
に

支
障
が
出
て
い
る
町
民
の
た
め
に
、

防
災
備
蓄
品
の
生
理
用
品
を
無
償

配
布
で
き
な
い
か
！

総
務
防
災
課
長　
備
蓄
品
更

新
サ
イ
ク
ル
を
前
倒
し
し
、

出
張
所
や
他
公
共
施
設
を
受
け
取

り
場
所
に
設
け
女
性
職
員
対
応
で

検
討
す
る
。

　
更
新
時
期
を
迎
え
る
備
蓄

品
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

子
ど
も
大
人
用
お
む
つ
の
再
利
用
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
廃
棄
し
な
い
取
り
組
み
を
！

総
務
防
災
課
長　
お
む
つ
子

ど
も
用
は
幼
児
学
園
で
再
利

用
、
大
人
用
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
検
討
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
再
利
用
の
方
法
を
研
究
す
る
。

教
職
員
が
校
舎
入
口
で
確
認
の
う

え
、
再
度
検
温
し
対
処
し
て
い
る
。

　
教
職
員
の
優
先
的
な
接
種
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
（
６
月
10
日
）

で
は
、
国
に
よ
る
優
先
順
位
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
医
療
従
事
者
、

次
に
高
齢
者
、
そ
の
次
に
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
や
高
齢
者
施
設
等

の
従
事
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
接
種
順
位
に
基
づ
き

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
被
接
種
者
と
集
団
接
種
従

事
職
員
の
双
方
の
安
心
安
全

の
た
め
、
従
事
職
員
の
優
先
的
接

種
の
考
え
は
。

町
長　
集
団
接
種
の
会
場
で

直
接
予
診
や
接
種
等
を
行
う

者
が
優
先
的
な
接
種
の
対
象
と
な

る
が
、
対
象
箇
所
は
医
療
従
事
者

が
担
っ
て
お
り
、
町
職
員
の
業
務

は
該
当
し
な
い
た
め
、
国
が
示
す

接
種
順
位
に
基
づ
き
行
っ
て
い
く
。

　
引
き
続
き
、
集
団
接
種
の
予
約

時
間
帯
を
分
け
、
多
く
の
方
が
集

中
し
な
い
よ
う
実
施
し
、
感
染
防

止
策
も
徹
底
す
る
。

　
生
理
の
貧
困
解
消
の
た
め

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
全
国
の
小

中
高
校
で
生
理
用
品
が
無
償
で
提

供
さ
れ
て
お
り
、
国
会
で
初
め
て

公
明
党
の
佐
々
木
さ
や
か
参
議
院

議
員
が
政
府
に
対
応
を
求
め
、
交

付
金
を
活
用
し
た
生
理
用
品
の
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
。
４
月
15
日

勝
俣
町
長
、
井
上
教
育
長
に
公
明

党
箱
根
町
議
会
議
員
団
で
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減
に

関
す
る
緊
急
要
望
を
し
た
。
女
性

の
身
体
と
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
や
月

経
関
連
疾
患
、
更
年
期
障
害
、
閉

経
後
の
健
康
づ
く
り
等
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
学
ぶ
講
演
会
の
企

画
と
L ラ

イ

ン

I
N
E
を
活
用
し
た
相
談

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
を
伺
う
。

企
画
課
長　
真
の
意
味
で
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
身
体
に
関
す
る
正
し
い

知
識
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
る
た
め

検
討
を
す
る
。
ま
た
、
L ラ

イ

ン

I
N
E

の
活
用
の
検
討
も
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済

　
若
年
層
の
感
染
状
況
は
。

町
長　
県
内
の
30
代
ま
で
の

感
染
状
況
は
、
１
月
時
点
の

46
・
52
％
か
ら
５
月
末
で
は
53
・

52
％
と
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

本
町
の
6
月
10
日
時
点
で
の
感
染

者
数
は
41
人
で
、
10
代
4
人
、
20

代
6
人
、
30
代
7
人
、
40
代
6
人
、

50
代
2
人
、
60
代
以
上
16
人
で
あ

る
。
直
近
２
カ
月
で
は
感
染
者
17

人
の
う
ち
30
代
以
下
が
9
人
と
約

半
数
を
占
め
、
本
町
に
お
い
て
も

若
年
層
の
感
染
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。　

消
防
職
員
は
優
先
接
種
す

る
と
聞
く
が
完
了
予
定
は
い

つ
頃
か
。

消
防
長　
７
月
12
日
に
は
２

回
目
の
接
種
を
全
て
完
了
予

定
。　

教
育
現
場
で
の
感
染
拡
大

防
止
の
対
応
と
、
教
職
員
へ

の
優
先
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

町
長　
保
護
者
が
毎
朝
、
健

康
観
察
カ
ー
ド
に
記
入
し
、

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

ＱＱＡ

村
野
由
紀
子 

議
員

遠
藤　

秀
則 

議
員
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議会だより 　はこね 令和3年８月

仙石原交差点改良計画・仙石原バスターミナル計画
町 ― 交差点改良計画・バスターミナル計画は、地域の街づくりにおけるハード整備の要であると認識しており最大限に協力していく

箱根町の交通問題、自動二輪車の駐車場対策
町 ― 状況を見ながら関係課と調整して調査・研究していきます

所
有
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
旧
保

育
園
跡
地
側
に
一
方
後
退
と
し
、

歩
道
幅
２
ｍ
を
想
定
し
て
い
る
。

仙
石
原
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画

　
事
業
実
施
主
体
で
あ
る
箱
根
登

山
バ
ス
と
、
規
模
・
事
業
範
囲
・

整
備
内
容
等
に
つ
い
て
町
・
県
等

を
交
え
協
議
検
討
を
重
ね
て
き
た

が
、
令
和
2
年
度
以
降
小
田
急
グ

ル
ー
プ
全
体
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
直

面
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。
小
田
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、

既
存
バ
ス
停
の
集
約
を
目
的
と
し

た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
は
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
現
在

は
小
田
急
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・

県
・
町
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
に
あ
る
特
に
危
険
な

バ
ス
停
留
所
、
宮
ノ
下
温
泉

・
ホ
テ
ル
前
・
宮
城
野
営
業
所
前

等
に
つ
い
て
、
今
後
町
と
し
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

都
市
整
備
課
長　
今
回
の
公

表
を
機
に
危
険
な
バ
ス
停
留

所
の
、
実
態
を
詳
細
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後
は
バ

ス
停
留
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地

域
の
方
々
や
、
バ
ス
利
用
者
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、

バ
ス
停
留
所
安
全
確
保
合
同
研
究

会
等
の
場
を
通
し
て
、
バ
ス
停
留

所
や
横
断
歩
道
の
移
設
、
注
意
喚

起
の
た
め
の
看
板
の
設
置
と
い
っ

た
、
具
体
的
な
安
全
確
保
対
策
の

実
施
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
危
険

な
バ
ス
停
留
所
の
早
期
解
決
に
つ

と
め
て
い
く
。

　
「
仙
石
原
交
差
点
改
良
計

画
」・「
仙
石
原
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
計
画
」
の
進
捗
状
況
と
計
画

は
。

町
長

仙
石
原
交
差
点
改
良
計
画

　
神
奈
川
県
が
平
成
13
年
か
ら
事

業
を
開
始
し
て
い
る
が
、
用
地
交

渉
等
の
難
航
に
よ
り
計
画
が
進
展

し
て
い
な
か
っ
た
。
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
計
画
を
契
機
に
交
差
点
改
良

計
画
の
再
事
業
化
に
つ
い
て
県
に

要
望
を
し
、
実
現
に
向
け
た
協
議

を
続
け
て
き
た
。
事
業
化
か
ら
20

年
が
経
過
し
、
交
差
点
周
辺
の
状

況
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
や
南
箱
道
路
の

開
通
等
、
新
た
な
要
因
も
含
ま
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
計
画
の
見
直
し

修
正
の
た
め
、
歩
道
を
含
め
た
道

路
設
計
案
を
警
察
等
関
係
機
関
と

協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
当
初

計
画
は
国
道
・
県
道
共
に
４
ｍ
幅

の
歩
道
確
保
の
た
め
道
路
両
側
の

後
退
を
検
討
し
て
い
た
が
、
土
地

　
「
自
動
二
輪
車
を
利
用
の

方
の
来
町
が
増
加
し
て
い
る

中
、
箱
根
町
で
は
駐
輪
場
の
整
備

が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
通
過
点

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

自
動
二
輪
車
を
利
用
し
た
ラ
イ

ダ
ー
の
方
を
留
め
る
た
め
に
、
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
駐
輪
場
対

策
を
し
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
課
長　
ツ
ー
リ
ン

グ
を
目
的
と
し
た
ラ
イ
ダ
ー

の
方
が
町
内
に
留
ま
り
、
食
事
や

観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
駐
車
場
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
自
動

二
輪
車
の
需
要
も
増
加
し
て
い
る

の
で
状
況
を
見
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
課
と
調
整
し
て
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

町
内
の
特
に
危
険
な
A
ラ
ン

ク
の
交
通
渋
滞
を
発
生
さ
せ

る
バ
ス
停
留
所
対
策
は
。

都
市
整
備
課
長　
横
断
歩
道

の
移
設
や
、
注
意
喚
起
看
板

の
設
置
等
早
期
解
決
に
努
め
て
い

く
。

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

勝
俣　
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議会だより 　はこね令和3年８月

公有資産の現状と利活用
町 ― 6年間で15施設、120棟の削減をした

子育てスクール開講の意義
町 ― 子育てする楽しさを感じてもらいたい

め
て
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
か
ど
う
か
は
、
森
の
ふ
れ
あ

い
館
等
が
観
光
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
持

つ
教
育
施
設
で
あ
る
と
い
う
設
置

の
目
的
を
念
頭
に
、
当
時
と
状
況

が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

や
す
ら
ぎ
の
森
の
貴
重
な
自
然
を

守
り
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
経
済
社

会
の
実
現
と
地
域
や
施
設
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

を
共
有
で
き
る
仲
間
づ
く
り
を
し
、

負
担
感
を
軽
減
し
、
孤
立
を
防
ぎ

適
切
に
子
育
て
に
つ
な
げ
て
も
ら

う
為
の
ス
ク
ー
ル
講
座
で
あ
る

「
イ
ク
メ
ン
講
座
」「
家
庭
教
育
講

座
」
や
「
家
計
管
理
講
座
」等
を

開
講
し
、
保
護
者
同
士
が
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
交
流
で
き

る
よ
う
「
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森
」

を
基
地
と
し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

や
ヨ
ガ
、
宝
さ
が
し
等
親
子
で
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き

自
然
の
中
で
体
験
し
て
も
ら
う
。

　
各
講
座
に
は
専
門
の
講
師
を
招

き
子
育
て
中
の
方
に
限
ら
ず
妊
婦

さ
ん
や
こ
れ
か
ら
父
や
母
に
な
る

方
お
孫
さ
ん
の
い
る
祖
父
母
の
方

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
子
育
て
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　
建
物
系
公
共
施
設
は
平
成

26
年
時
点
で
96
施
設
１
３
６

棟
あ
っ
た
が
現
在
は
ど
の
位
の
削

減
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
課
長　
令
和
２
年
度
末

ま
で
の
６
年
間
で
、
元
箱
根

町
営
住
宅
や
湯
本
子
育
て
勤
労
者

支
援
住
宅
等
の
15
施
設
16
棟
の
削

減
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
81
施
設

１
２
０
棟
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
で
は
、

当
町
に
お
い
て
は
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
す
。
森
の
ふ
れ
あ

い
館
や
、
や
す
ら
ぎ
の
森
、
明
鏡

芦
ノ
湖
を
望
め
富
士
山
を
眺
望
で

き
る
癒
し
効
果
が
あ
り
、
観
光
の

再
発
見
が
臨
め
る
場
所
で
何
か
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

る
か
。観

光
課
長　

キ
ャ
ン
プ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
こ
と

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
環
境
省
と

非
公
式
な
意
見
交
換
を
し
て
い
た

が
、
箱
根
火
山
の
活
発
化
に
よ
り

検
討
の
動
き
が
停
止
し
て
し
ま
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
改

　
育
児
に
不
安
を
持
つ
親
に

対
す
る
子
育
て
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
。

町
長　
核
家
族
化
や
少
子
化

が
進
ん
で
い
る
昨
今
、
親
と

し
て
の
モ
デ
ル
と
な
る
方
が
身
近

に
い
な
い
、
近
所
に
同
年
代
の
保

護
者
や
子
供
も
少
な
く
、
相
談
相

手
が
い
な
い
。
子
育
て
に
負
担
や

孤
独
感
な
ど
感
じ
て
い
る
方
も
多

い
。
町
が
実
施
し
た
「
箱
根
町
第

２
次
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
い
て
も
親
と
し
て
の
子
育
て

の
負
担
の
大
き
さ
や
虐
待
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
が
多
く
、
子
育
て
経
験

者
や
先
輩
マ
マ
と
知
り
合
え
な
い

等
、
悩
ん
で
い
る
方
が
多
い
結
果

が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
全
国
的
に

も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
的
に
厳

し
い
状
況
の
家
庭
も
多
く
今
後
の

教
育
資
金
等
、
不
安
は
高
ま
っ
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
子
育
て
の
課

題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
悩
み

Ｑ ＱＡＡ

ＱＡ

勝
俣　
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議
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第205号 令和３年8月

苦境にあえぐ住民事業者の実態をどうつかんでいるか！
町 ― 情報交換を施策に活かしていく

町
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
の
困
難
な
高
齢
者
も
多
い

の
で
電
話
や
窓
口
で
受
け
付
け
る

対
応
も
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
接

種
は
７
月
中
に
完
了
の
め
ど
が

立
っ
て
い
る
。
巡
回
バ
ス
の
利
用

は
２
３
４
人
で
56
％
。
64
歳
以
下

も
巡
回
バ
ス
を
運
行
。

　
苦
境
に
あ
え
ぐ
住
民
や
事

業
者
の
実
態
を
ど
う
つ
か
ん

で
い
る
か
。

町
長　
支
援
が
必
要
な
方
の

早
期
発
見
解
決
の
た
め
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
い
く
。

事
業
者
に
つ
い
て
は
観
光
団
体
等

の
情
報
交
換
を
施
策
に
活
か
し
て

い
く
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
と
出
発
式
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
な

か
っ
た
時
に
計
画
さ
れ
た
小
中
学

生
パ
ラ
観
戦
は
中
止
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
町
内
の
感
染
状
況
も

踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

　
当
町
の
感
染
者
数
は
41
人

と
な
り
住
民
の
間
で
不
安
が

増
し
て
い
る
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
後
は
観
光
客
が
激
減
し
町
内
経

済
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
日
本
共
産
党
箱
根
支

部
が
行
っ
て
い
る
町
政
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
で
も
明
ら
か
だ
。
深
刻

な
内
容
で
胸
が
痛
む
。
進
行
し
て

い
る
第
４
波
と
い
わ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
の
危
機
か
ら
住
民
の
い
の
ち
、

暮
ら
し
生な

り
業わ

い
を
守
る
た
め
、
初
め

に
、
自
主
的
な
P
C
R
検
査
を
実

施
し
た
方
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
が
、
検
査
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

保
険
健
康
課
長　
定
期
的
な

検
査
や
ど
こ
ま
で
対
象
と
す

る
か
な
ど
課
題
も
あ
る
の
で
現
実

的
に
難
し
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
と

移
動
手
段
の
確
保
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

広報広聴委員会の２年間を振り返って
川口延明
　「わかりやすい議会の内容」の提供を念頭に編集に取り組みました。委員の皆さまの協
力による２年間、お疲れ様でした。
勝俣泰彦
　わかりやすく、親しみやすい広報誌の作成を心がけ努めてきました。編集事務に携わ
り、議会内容等を振り返ることができ、有意義な２年間であったと思っています。
勝俣剛一
　議会内容を正確に伝えることの難しさを感じた２年間でした。モニターの皆様のご協力
に感謝。
村野由紀子
　コロナ禍でも頑張っている議会活動を工夫をしながら伝えてまいりました。
　２年間ありがとうございました。
稲葉親太郎
　ご愛読ありがとうございました。限られた誌面の
中で、内容全般を記すことは難しく、色々と勉強を
させていただきました。
折橋尚道
　文章や写真を大きく、レイアウトに工夫を凝ら
し、手に取っただけで読みたくなる誌面作りを心掛
けました。

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ａ

ＡＡ Ａ
山
田　

和
江 

議
員
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　令和元年1０月１日より新たな委員が選出され、正副委員長を選出後、委員会を行い、
閉会中に実施する調査研究の重点項目を次の５点と致しました。
　①定住化及び人口減少　②防災関係　③観光産業　④国際交流　⑤町税関係
　常任委員会の役割としては、閉会中に実施する調査研究の５項目と議会議事案件の委
員会付託とされた議案についての承認及び不承認等があります。
　なお、日程および内容については、次のとおりです。

令和元年1０月8日　閉会中における調査研究の項目を決定
　　　　1２月５日　常任委員会スケジュールの打合せ
　　　　　　２３日　指定管理者取消に伴う現地視察（箱根湿生花園）
令和２年６月1５日　コロナウイルス感染症に係る当町施策の検証
　　　　　　３０日　　　　　　　　　　〃
　　　　７月２1日　町内観光施設の視察（感染症対策等）
７月２９日・8月6日・９月３日　議案第５６号専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　箱根温泉旅館ホテル協同組合が販売する箱ぴたサンクスクーポンの
　　　　　　　　　販売システムに障害が発生し、過販売となったことに伴う補正予算
　　　　　　　　　の専決処分。
　　　　11月９日　今後の委員会スケジュールの打合せ
　1２月７日・1６日　議案第８８号工事請負契約の一部変更について
　　　　　　　　　総合保健福祉センターさくら館外壁タイル改修工事
　　　　　　　　 （1２月７日現地視察、1２月1６日本庁）
令和３年３月４日　�箱根町議会議員及び箱根町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の制定について
　　　　７月６日　７月３日の大雨等の災害情報を危機管理官から聞く
　　　　　　　　　議会下半期の常任委員会の反省等

　総評として：この約２年間については、新型コロナウイルス感染症というパンデミッ
クを起こすような重大な脅威により、新しい生活様式や三密を防ぐ等、観光を基盤とし
て成り立っている当町には非常に厳しい環境であり、なおその脅威が払拭できておりま
せん。
　そういう状況下の元、副委員長をはじめ委員の後押しをいただき、なおかつ事務局の
皆様、関係者に色々とお世話になりましたことを感謝を申し上げ終了致したいと思いま
す。

総務企画観光常任委員会２年間の活動報告
委員長　稲葉�親太郎
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●教育
○新型コロナウイルス感染症対策の小中学校の対応・活動について
　登下校方法、給食の様子などスライドで説明を受けました。また、臨時休校を行ったことか
ら、授業日数削減に伴う対応・取り組みを伺い、今後の動向にも注視しながら、見守ってまいり
ます。

●福祉
○新型コロナウイルスワクチン接種シミュレーション視察
　（令和3年５月１日）
　初めて行われる新型コロナウイルスワクチン接種という事で、
短時間で感染防止対策を取りながら、集団接種会場の総合保健福
祉センター（さくら館）を視察しました。老人クラブ連合会の皆
さんが接種者として参加してくださり、従事職員は黄緑色のビブ
スを着用し、協力しながら安全かつ円滑に行われていました。

●環境
○環境センター視察（令和２年１月２４日）
　直接搬入される廃棄物のうち破砕機または切断機による処理が
必要な廃棄物が令和２年４月から改められるため詳しい状況を伺
いました。
○プラごみゼロ宣言の調査・研究について
　国では、昨年７月からレジ袋の有料化を義務付け、プラごみの
削減に向けた制度を開始している。町では、宿泊施設や事業者の協力のもと個別包装ソープ類を
撤廃し、ポンプ式ボトルへの移行や芦ノ湖周辺一斉清掃等実施。
　今後は、マイバックの啓発、プラスチックごみによる海洋汚染抑制・防止等、県と協同で取組
む中で、美化大会の充実やプラごみゼロに向けた啓発等、更なる展開が必要です。町は現在、次
の1０年を見据えた第３次環境基本計画の策定に着手しており今年度中に完成予定ですが、これか
らも様々な環境課題について議会としても調査研究し役立てていきたいと思っています。

●�委員会付託となった町道路線の廃止について現地
視察し町当局出席のもと、審査を行いました。

　（町道　湯２０９号線　令和２年１月２４日）
　（湯1８５号・箱1００号線　令和２年６月1５日）
　（箱６５号線　令和２年1２月７日）

●文化・スポーツ財団との意見交換会
　令和２年６月３０日と令和３年７月６日開催しました。令和元年
度は、ほぼ計画通り実施、令和２年度は新型コロナウイルス感染
症対策の影響で、計画通りの実施は難しく工夫をして活動を行
い、決算では収入２３％の減。事務局長は、「今までよりは、活動が
出来ると思う。助成事業も各種団体の希望に沿うように対応をし
たい。」と話されていました。これからも健全な運営に努めて頂
き、箱根町の文化・スポーツの振興のため議会も応援してまいり
ます。

教育福祉環境常任委員会２年間の活動報告
委員長　村野�由紀子
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　議会改革等推進特別委員会の２年間は、当初よりペーパーレスを考慮したタブレット端
末導入と、議会の様子を町民の皆さんが自宅で見ることができるようにインターネット中
継設備導入を目指して調査研究をしてきました。
　また、議員間同士で議論し、町民全体の利益を議会として求めていくような意思決定す
ることの重要性や、今後女性議員が増えることを意識した産休の補償、高齢化が進む中、
家族介護が必要となった時の議員の身分保障なども検討してまいりました。

議会改革等推進特別委員会の進めてきた議会の改善点と町当局に対する要望事項
①インターネット中継可能な設備の導入（要望書提出）
②ペーパーレス化を進めるタブレット導入（要望書提出）
③女性議員増加や高齢化社会に備え育児休暇・介護休暇に関する会議規則の改正
④議員の名称について旧姓・通称名を使用することを可能にする
⑤�議会合意形成を進める手段として、議員相互間の自由討議が活発にできるように配慮
⑥陳情・請願は、内容を精査したうえで、より一層丁寧な取り扱いをすること
⑦�政務活動費の適正な利用、インターネット等での公開による透明性を確保はしている
が、議員の幅広い活動を有効に支えるため政務活動費利用指針等を作成していく
⑧��議会の「質問・質疑、予算・決算」その他
の審議に対して、十分な議論を深めるた
め、技術的な面での改善を研究する
⑨�議会会議規則で、議会議員本人の「事故」
による議会欠席の明記がなかったものを
　�「公務、傷病、出産、育児、看護、配偶者の
出産補助その他やむを得ない理由」に改め
た

　政治家は公職選挙法により、選挙期日後のあいさつ行為にも制限があります。
　誰であっても選挙後は、選挙人に対して当選または落選に関してのあいさつをする目的
で、次の行為をすることはできません。
・選挙人に対して戸別訪問をすること。�
・�自筆の信書及び当選等に関する祝辞、見舞等の答礼のためにする信書並びにネット等を利
用する方法により頒布される文書図画を除くほか文書図画を頒布し又は掲示すること。
・新聞紙、雑誌を利用すること。�
・放送設備を利用して放送すること。�
・当選祝賀会その他の集会を開催すること。�
・自動車を連ねたり、隊を組んで往来したりして、「気勢を張る行為」をすること。�
・当選したお礼として、当選人の氏名、政党・政治団体の名称を言い歩くこと。

議会改革の２年間

選挙後のあいさつ行為の制限

委員長　折橋�尚道
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※8月1９日（木）開催予定の議会運営委員会に
おいて決定いたしますので、変更となる場合が
あります。
　詳しくは、議会事務局（☎８５-９５7０）までお
問い合わせいただくか、町議会ホームページの
議会カレンダーをご覧ください。

８月26日（木）、９月１日（水）
告示日

９月７日（火）
投票日

９月12日（日）

９月定例会の日程（予定）
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町議会議員選挙

　
令
和
３
年
５
月
１
日
発
行
『
議

会
だ
よ
り
２
０
４
号
』
の
犬
種
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
深
く
お
詫
び
し
ま
す
と
共
に
、

次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
誤
】

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
バ
リ
ア

⇩

【
正
】

キ
ャ
バ
リ
ア
・
キ
ン
グ
・
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ス
パ
ニ
エ
ル

我が家の自慢

近所の人に会いたくて
毎日散歩してます。

宮ノ下地区　小林さん

　今回の我が家の自慢の紹介で２1回目となりましたが、広報広聴委員会委員の任期満了に伴い、我が家の
自慢は一旦終了といたします。多数の応募ありがとうございました。
　新しい広報広聴委員会委員が作る次号以降にもご期待ください。

投票にいきましょう。

本会議

ポメラニアンの
小林　茶ちゃ丸くん
４歳11ヶ月


